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まちの宝
　　輝く瞳

育て まちづくりの若い芽
議会基本条例制定をめざす
福祉問題など4議員が町政をただす
議会だより2年連続優良賞

24年度予算決まる24年度予算決まる



な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

推
進
す
る
施
策
を
講
じ
た
。

地
域
づ
く
り
で
は

「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
柱
と
し
て
、
各

地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
が
行

う
地
域
事
業
へ
の
支
援
や

ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー

養
成
な
ど
を
実
施
す
る
。

（
１
２
１
５
万
円
）

　

ま
た
途
絶
え
て
い
た
町

の
祭
り
の
新
し
い
形
で
の

取
組
み
「
川
西
の
ま
つ

り
」
を
支
援
す
る
。（
４

０
１
万
円
）

特
に
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
交
流
・

町
民
参
画
を
促
す
各
種
の

施
策
を
一
層
推
進
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
主
な
事

業
は
次
の
と
お
り
。

　

都
市
の
若
者
に
地
域
づ

く
り
の
担
い
手
に
な
っ
て

も
ら
う
地
域
お
こ
し
協
力

隊
は
２
名
か
ら
５
名
に
増

員
。（
１
７
０
７
万
円
）

　

都
市
と
農
村
の
交
流
推

進
の
核
と
な
る
「
里
の
暮

ら
し
大
学
校
」
へ
の
支
援
。

（
９
７
８
万
円
）

　

若
者
未
来
塾
交
付
金
事

業
で
若
者
が
主
体
的
に
活

動
す
る
４
団
体
に
補
助
金

交
付
。（
１
０
０
万
円
）

　

青
年
層
の
人
材
育
成
の

た
め
の
海
外
研
修
の
実
施
。

（
２
０
４
万
円
）

　

無
限
の
可
能
性
を
持
つ

若
い
芽
が
伸
び
や
か
に
し

な
や
か
に
育
つ
よ
う
、
ま

ち
づ
く
り
の
今
後
の
活
動

に
大
い
に
期
待
し
た
い
。

平
成
24
年
度
の
一
般

会
計
予
算
の
総
額

は
91
億
１
７
０
０
万
円
、

前
年
度
対
比
０
・
７
％
増
。

　

財
政
の
健
全
化
に
努
め

る
一
方
、
人
工
芝
ホ
ッ
ケ

ー
場
、
町
道
整
備
な
ど
住

民
要
望
に
応
え
る
投
資
的

事
業
に
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
第
４
次
総
合
計

画
後
期
計
画
の
主
要
事
業

に
掲
げ
た
「
地
域
づ
く
り

活
性
化
」「
６
次
産
業
化

推
進
」「
交
流
基
盤
確
立
」

町のイベントには屋台で参加、若い力でまちづくり。かわにし塾わげしゅ

　わげしゅは、町を元気にしたいと
いう熱い思いを持つ２０代から３０
代のメンバーで構成しています。イ
ベントへの参加や紅大豆カレーの
販売など、自分たちが活動を楽しむ
ことで、町の元気につながればと
思っています。

まちの元気俺たちが

かわにし塾 わげしゅ　本間　翼 さん

みんなが笑顔の町

ユースクラブ　島貫恵美 さん

　私たちの笑顔がみんなに広がっ
て、笑顔があふれる町にしたいと
思っています。川西はいろいろな花
が咲き一年を通して魅力のある町
なので、できれば四季ごとにイベント
を行い、外からも多くの人を呼びた
いです。

24年度予算決まる
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一
般
会
計
91
億
１
７
０
０
万
円

新
年
度
予
算
な
ど
の
審
査
を
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
そ
の

後
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
、
予
算
特
別
委
員
会
の
採
決
後
、
本
会
議
を
開
き
付

託
し
た
27
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
追
加
提
案
さ

れ
た
条
例
１
件
を
可
決
、
教
育
委
員
の
任
命
に
同
意
し
、
請
願
１

件
を
継
続
審
査
と
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
期
定
例
会
の
傍
聴
者
は
25
人
で
し
た
。

　

３
月
定
例
会
が
３
月
６
日
か
ら
23
日
ま
で
の
18
日
間
の
会
期
で

開
催
さ
れ
、
第
１
日
目
に
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の

選
任
を
審
議
し
た
後
、
条
例
な
ど
14
議
案
、
請
願
１
件
の
審
査
を

常
任
委
員
会
に
付
託
し
、
本
年
度
補
正
予
算
、
新
年
度
予
算
な
ど

13
議
案
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
に
、
一
般
質
問
を
行
い
４
議
員
が
福
祉
や
財
政
問
題

な
ど
を
と
り
あ
げ
町
政
を
た
だ
し
、
第
３
日
目
に
、
補
正
予
算
、

３月定例会の
あらまし①５年連続の増額予算。前年度当初比0.7％増

の積極型。
②投資的経費は10億744万円、過疎債の活用で
11.9％増
③消防広域化で人件費12％減、負担金の増額に
より補助費18.4％増

平成24年度一般会計予算の特徴

こんな町にしたい

育て、まちづくりの若い芽育て、まちづくりの若い芽育て、まちづくりの若い芽育て、まちづくりの若い芽育て、まちづくりの若い芽育て、まちづくりの若い芽育て、まちづくりの若い芽育て、まちづくりの若い芽育て、まちづくりの若い芽育て、まちづくりの若い芽育て、まちづくりの若い芽育て、まちづくりの若い芽育て、まちづくりの若い芽育て、まちづくりの若い芽 3 月
定例会育て、まちづくりの若い芽
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長
年
、
関
係
者
か
ら
要

望
さ
れ
て
い
た
人
工
芝
ホ

ッ
ケ
ー
場
１
面
を
整
備
す

る
。
平
成25
年
に
本
県
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
東

北
総
合
体
育
大
会
に
対
応

す
る
た
め
、24
年
秋
の
完

成
を
目
指
す
。
財
源
の
一

部
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ

（
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
）
助
成
金
５

４
０
０
万
円
を
予
定
し
て

い
る
。

　旧校舎の一部で雨漏り
が見られることから屋根
改修工事を行うもの。今
後の具体的な活用計画を
練っていく。

前年度との比較

平成23年度
常備消防費
３億3643万円

平成24年度
置賜広域負担金
２億5130万円

⇨

美女木げんき保育園委託料、補助金の内訳
国庫負担金 県負担金 町負担金 保育料

運営費委託料 5854万円 2425万円 1212万円 1245万円 972万円

延長保育補助 588万円 392万円 196万円

病児保育補助 490万円 326万円 164万円

・東日本大震災災害支援 ３４１万円

・若者未来塾交付金 １００万円

・やまがた里の暮らし大学校 ９７８万円

・地域おこし協力隊 １７０７万円

・デマンド型乗合交通 １３７６万円

・協働のまちづくり推進 １２１５万円

・子育て支援医療 ５６００万円

・合併処理浄化槽設置補助 １０７８万円

・浴浴センター支援 １８００万円

・６次産業化支援 ７７７万円

・冬期交通確保 １億３４３９万円

・橋梁長寿命化修繕 ２１００万円

・水道事業会計支援 ５８２４万円

・フレンドリープラザ施設整備 ５５６０万円

・フレンドリープラザ指定管理 ５９９７万円

人工芝整備でホッケーの競技力向上をめざす

　東南置賜２市２町
消防の広域化による、
置賜広域行政事務組
合に対する負担金。
前年度に比較すると
８３４４万円の減額
となる。

　川西ブランド研
究所を立ち上げ、
産業全般にわたる
優れた特産品づく
りの指導・支援を
充実し、川西ブラ
ンド米の商標登録
を行うなど、ブラ
ンド性の研究と特
産品などの販売の
拡大をめざす。

314万円

美女木げんき保育園委託料、補助金の内訳美女木げんき保育園委託料、補助金の内訳
　

事
業
４
年
目
と
な
る
三
枚
床
道
還
線
に
１
億
３
７
５
９

万
円
、
北
郷
八
ツ
口
線
に
３
０
０
０
万
円
、
菊
田
桧
線
に

２
２
０
０
万
円
、
高
田
中
沖
線
に
２
０
０
０
万
円
、
中
小

松
東
裏
線
に
１
６
５
０
万
円
を
あ
て
る
ほ
か
、
オ
ー
バ
ー

レ
イ
工
事
に
１
０
０
０
万
円
、
側
溝
整
備
に
１
２
４
０
万

円
を
予
定
し
、
町
道
の
整
備
を
進
め
る
。

完成まであと一歩、三枚床道還線

仙台藤崎デパートでの特産品販売 4月からスタート、広域消防

4月3日オープン、美女木げんき保育園

屋根改修工事を行なう旧2中校舎

　民間立認可保育所美女木げんき保育園運営の
ため、国算定の基準の保育料を差し引いたのち、
国２分の１、県、町各４分の１を負担する。ま
た延長保育、病児保育※について補助金として
は県３分の２、町３分の１の割合で負担する。

※病児保育
　親が就労しているなどで保育所に通っている子どもが病気になったとき、親が仕事を

休めない時には親に変わって病気の子どもの世話をする。

人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
整
備

２
億
８
３
６
７
万
円

２
億
５
４
６
９
万
円

4689万円

2億5130万円

美女木げんき保育園運営委託料など

その他の主な事業

町
道
整
備

旧川西２中施設改修

消防の広域化

6932万円

川西ブランド研究所設立

今年の目玉

ピック
アップ

24年度
予　算
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歳　入
地方交付税
48億2,600万円
　　 （52.9%）

町税 12億2,035万円 
              （13.4%）

町債（借入金）
11億8,590万円
（13.0%）

国庫支出金
4億9,323万円
（5.4%）

県支出金
4億9,029万円
（5.4%）

諸収入
2億6,046万円（2.9%）

地方譲与税
1億4,300万円（1.6%）

地方消費税交付金 1億4,000万円（1.5%） 
使用料及び手数料 8,142万円（0.9%）
繰越金 8,000万円（0.9%）

その他 1億9,633万円（2.1%）

性質別
歳　出

補助費等
21億3,338万円
  （23.4%）

物件費 
11億2,956万円
（12.4%）

普通建設事業費
10億311万円（11.0%） 
・総合運動公園整備事業
・合併処理浄化槽整備事業
・三枚床道環線道路改良
・菊田桧線道路改良
・橋梁長寿命化修繕整備事業

公債費
9億6,449万円
(借入金返済)
（10.6%）

繰出金
9億5,369万円
（10.5%）

扶助費
7億1,215万円（7.8%）

維持補修費 1億5,840万円（1.7%） 貸付金 1億705万円（1.2%）

その他 1億1,294万円（1.2%）

人件費
18億4,219万円
（20.2%） 

平成24年度各会計予算
会　計　別 歳入歳出予算 議決の内容

一 般 会 計 91億1700万円 全員賛成により可決

国民健康保険事業特別会計 18億4200万円 賛成多数により可決（反対１）

下 水 道 事 業 特 別 会 計      5億9654万円 全員賛成により可決

農業集落排水事業特別会計  8452万円 全員賛成により可決

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 16億2361万円 賛成多数により可決（反対１）

後期高齢者医療特別会計 1億5577万円 賛成多数により可決（反対１）

企業会計 収　入 支　出 議決の内容

水道事業会計
収益的 5億1288万円 5億1288万円

全員賛成により可決
資本的 7430万円 ※2億1829万円

※不足する１億4399万円は消費税調整額、損益勘定留保資金で補てん

黒
澤

５
年
連
続
の
増
額

予
算
と
な
っ
た
今

年
は
、
投
資
が
重
な
っ
た

が
、
は
た
し
て
手
放
し
で

喜
ん
で
い
い
か
疑
問
だ
。

　

結
局
、
こ
の
負
債
は
、

人
口
減
と
な
る
将
来
の
町

民
が
返
済
す
る
こ
と
と
な

り
、
そ
の
荷
重
は
今
日
の

私
た
ち
の
比
で
は
な
い
。

髙
橋

経
済
の
低
迷
や
雇

用
不
安
な
ど
に
よ

り
町
税
の
滞
納
額
は
今
年

度
ま
で
約
２
億
６
０
０
０

万
円
に
の
ぼ
る
。
納
税
者

の
生
活
や
権
利
（
公
債
権
、

私
債
権
な
ど
に
よ
る
時

効
）
は
あ
る
も
の
の
、
税
の

公
平
性
や
本
町
の
歳
入
の

根
幹
を
な
す
町
税
の
増
収

橋
本

施
政
方
針
で
行
政

の
広
域
化
に
つ
い

て
は
「
広
域
連
携
で
き
る

も
の
は
積
極
的
に
取
り
組

む
姿
勢
で
あ
る
。
」
と
あ

る
が
、
国
民
健
康
保
険
事

業
の
県
一
本
化
の
話
は
聞

く
が
他
に
具
体
的
動
き
は

あ
る
の
か
。

　

広
域
連
携
は
各
自
治
体

髙
橋

町
長
は
財
政
悪
化

の
原
因
を
教
育
施

設
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ

ザ
、
浴
浴
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
多
額
な
負
担
と
し
た
が
、

当
時
は
必
要
な
整
備
と
考

え
て
い
た
。
国
の
三
位
一

体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付

税
が
ピ
ー
ク
時
に
比
べ
約

13
億
円
減
額
と
な
っ
た
の

ま
た
、
こ
の
ま
ま
国
の
支

援
が
い
つ
ま
で
も
続
く
保

障
は
な
い
。

町
長
さ
ら
に
借
入
金
を

　
　
　

少
な
く
す
る
こ
と

に
異
論
は
な
い
が
、
町
民

の
暮
ら
し
や
喜
び
を
感
じ

ら
れ
る
よ
う
な
自
治
体
経

営
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
ほ
し
い
。

を
図
る
う
え
で
も
き
め
細

か
い
収
納
向
上
に
向
け
た

施
策
が
必
要
と
思
う
が
。

町
長
税
の
不
平
等
化
や

　
　
　

納
税
の
低
下
対
策

と
し
て
、滞
納
処
分
の
徹
底

や
相
談
員
を
配
置
し
、生
活

が
成
り
立
つ
個
別
相
談
、納

税
意
識
の
高
揚
か
ら
の
収

納
率
向
上
を
め
ざ
し
た
い
。

議
会
の
範
囲
を
超
え
た
仕

組
み
と
な
り
、
住
民
の
意

見
が
反
映
で
き
な
く
な
る

可
能
性
が
あ
る
。

副
町
長　

副
市
町
長
会
で

　
　
　
　
　

観
光
・
婚
活
・

税
・
水
道
・
６
次
産
業
化

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
て
い

る
。
議
会
に
意
見
を
聞
く

場
も
設
定
し
て
い
き
た
い
。

が
原
因
で
は
。

町
長
就
任
当
時
、
財
政

　
　
　

状
況
は
危
機
的
状

況
に
あ
っ
た
。財
政
赤
字
が

生
じ
、財
政
再
建
団
体
に
転

落
す
る
危
惧
が
目
前
で
あ

っ
た
。そ
の
た
め
健
全
化
を

図
り
自
主
自
立
の
シ
ス
テ

ム
を
確
立
す
る
大
綱
を
策

定
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
。

総

括

質

疑

黒
澤

　巖
議
員

髙
橋
照
夫
議
員

橋
本
欣
一
議
員

髙
橋
輝
行
議
員

広
域
行
政 

民
意
の
反
映
は

　

過
去
の
財
政
悪
化
の
原
因
は

投
資
的
事
業
、
喜
べ
な
い

増
収
対
策
は
未
収
金
収
納
か
ら

　　　昨年との比較
23年度 24年度 増減額

地方交付税 47億5600万円 48億2600万円 7000万円
町　　　税 12億853万円 12億2035万円 1182万円

　　　昨年との比較
23年度 24年度 増減額

人 件 費 20億9354万円 18億4219万円 ▲2億5135万円
補助費等 18億162万円 21億3338万円 3億3176万円

主な理由は消防広域化

　　　昨年との比較

地方交付税

　　　昨年との比較

予　算

審　議

住
民
要
望
に
ど
う
応
え
る

守
ろ
う
町
民
の
暮
ら
し
を

一般会計 91億1700万円
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問

デ
マ
ン
ド
型
乗
合

交
通
事
業
で
他
市

町
ま
で
行
け
る
よ
う
な
広

問

川
西
ブ
ラ
ン
ド
研
究

所
の
具
体
的
内
容
は
。

産
業

振
興
課
６
次
産
業
推
進
室

　
　
　

内
に
川
西
ブ
ラ
ン

ド
研
究
所
を
設
置
し
、
町

そ
の
も
の
の
ブ
ラ
ン
ド
性

を
高
め
る
研
究
を
進
め
る
。

ま
た
川
西
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
に
向
け
た
認
定
制
度
の

導
入
な
ど
に
取
り
組
む
。

問

新
規
事
業
の
農
業

経
営
体
活
性
化
事

業
の
内
容
は
何
か
。

産
業

振
興
課

農
業
経
営
基
盤
強

　
　
　

化
促
進
法
に
基
づ

域
運
行
は
で
き
な
い
か
。

ま
ち
づ

く
り
課
広
域
運
行
に
つ
い

　
　
　

て
置
賜
総
合
支
庁

主
催
の
勉
強
会
が
行
わ
れ

て
い
る
段
階
で
あ
る
。

問

消
防
広
域
化
後
の

宿
日
直
の
体
制
は

ど
う
な
る
の
か
。

総
務
課

こ
れ
ま
で
消
防
が

　
　
　

担
っ
て
い
た
夜
間

の
宿
直
業
務
を
警
備
業
者

に
委
託
し
、
戸
籍
の
届
出

受
理
や
斎
場
利
用
の
受
付

な
ど
を
行
う
。

問

全
地
区
に
自
主
防

災
会
が
組
織
化
さ

れ
た
が
、
今
後
の
補
助
金

は
ど
う
す
る
の
か
。

総
務
課

こ
れ
ま
で
は
自
主

　
　
　

防
災
組
織
の
設
立

支
援
で
あ
っ
た
が
、
24
年

度
以
降
は
活
動
支
援
に
切

り
替
え
る
。

意
見

各
地
区
の
公
平
性

を
図
る
よ
う
に
。

問

ふ
れ
あ
い
の
丘
整

備
推
進
事
業
を
ど

う
進
め
る
の
か
。

企
画　

財
政
課

24
年
度
に
民
間
で

　
　
　

構
成
す
る
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
ダ
リ

ヤ
園
、
置
賜
公
園
、
小
松

ス
キ
ー
場
、
内
山
沢
一
帯

の「
ふ
れ
あ
い
の
丘
」の
整

備
計
画
を
策
定
す
る
。

問

電
算
シ
ス
テ
ム
の

管
理
費
は
。

総
務
課

法
改
正
が
行
わ
れ

　
　
　

る
た
び
に
シ
ス
テ

ム
改
修
が
必
要
と
な
る
。

意
見

国
に
対
し
て
交
付

税
措
置
の
要
請
を

行
う
よ
う
に
。

問

水
道
事
業
会
計
へ

の
支
援
は
。

企
画　

財
政
課

水
道
事
業
は
、
経

　
　
　

営
健
全
化
計
画
に

基
づ
き
運
営
さ
れ
て
い
る

が
、
老
朽
化
し
た
施
設
や

老
朽
管
更
新
の
対
応
が
困

難
な
の
で
、
緊
急
性
を
考

慮
し
な
が
ら
一
般
会
計
か

ら
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

24
年
度
は
５
８
０
０
万
円

を
予
定
し
て
い
る
。

問

地
区
セ
ン
タ
ー
に

対
す
る
消
費
税
課

税
は
ど
う
な
る
の
か
。

ま
ち
づ

く
り
課
各
セ
ン
タ
ー
と
も

　
　
　

順
次
消
費
税
課
税

団
体
と
な
っ
て
い
る
。
消

費
税
納
税
額
を
各
地
区
に

補
助
す
る
。

問

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
運
営
補
助
金
を

充
実
す
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

教
育

総
務
課

小
規
模
ク
ラ
ブ
の

　
　
　

運
営
に
つ
い
て
引

き
続
き
財
政
支
援
を
す
る

と
と
も
に
、
利
用
者
に
支

援
を
行
い
負
担
の
軽
減
に

努
め
る
。

問

学
校
給
食
の
食
材

の
放
射
能
検
査
は

ど
う
す
る
の
か
。

教
育

総
務
課

24
年
度
に
県
が
行

　
　
　

う
食
材
検
査
の
動

向
を
踏
ま
え
、
検
査
要
望

な
ど
の
対
応
を
検
討
す
る
。

問

広
域
化
後
の
消
防

施
設
整
備
は
ど
う

な
る
の
か
。

消
防

本
部
広
域
消
防
に
な
っ

　
　
　

て
も
支
障
が
な
い

よ
う
消
防
施
設
整
備
計
画

に
基
づ
き
整
備
し
て
い
く
。

き
、
本
町
農
業
の
基
本
的

な
構
想
を
策
定
す
る
。

意
見

農
業
者
の
経
営
指

針
と
な
り
、
営
農

意
欲
を
促
進
す
る
目
標
の

設
定
を
図
る
よ
う
に
。

問

玉
庭
放
牧
場
運
営

に
対
す
る
補
助
金

の
考
え
方
は
。

産
業

振
興
課

山
形
お
き
た
ま
農

　
　
　

協
が
管
理
運
営
す

る
玉
庭
放
牧
場
及
び
繁
殖

育
成
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援

と
し
て
２
５
０
万
円
を
予

定
し
て
い
る
。

意
見

本
町
畜
産
振
興
の

拠
点
と
し
て
継
続

的
に
土
地
及
び
施
設
の
有

効
活
用
を
図
る
よ
う
に
。

問

有
害
鳥
獣
対
策
は

ど
う
す
る
の
か
。

産
業

振
興
課

猟
友
会
川
西
ブ
ロ

　
　
　

ッ
ク
に
対
し
、
運

営
支
援
を
行
う
。

意
見

サ
ル
被
害
な
ど
が

多
発
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
先
進
地
の
対
策

例
等
の
情
報
収
集
に
努
め
、

有
効
な
対
策
を
行
な
う
よ

う
に
。

問

在
宅
福
祉
支
援
事

業
の
新
規
事
業
で

あ
る
「
地
域
支
え
合
い
事

業
」
の
内
容
は
。

健
康

福
祉
課

高
齢
者
の
み
の
世

　
　
　

帯
に
医
療
情
報
を

記
載
し
た
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
を
配
備
す
る
。
緊

急
搬
送
時
に
救
急
隊
員
が

適
正
な
医
療
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

（
図
参
照
）

問

合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
事
業
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

地
域

整
備
課

24
年
度
の
設
置
補

　
　
　

助
は
26
基
分
を
予

定
し
て
い
る
。
補
助
対
象

区
域
は
公
共
下
水
道
や
農

業
集
落
排
水
事
業
の
整
備

済
区
域
以
外
と
す
る
。

意
見

設
置
を
希
望
す
る

人
全
員
が
補
助
金

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
対
策

を
講
ず
る
よ
う
に
。

問

介
護
一
次
予
防
事

業
の
具
体
的
な
内

容
は
何
か
。

健
康

福
祉
課

健
康
教
室
事
業
の

　
　
　

ほ
か
新
規
事
業
と

し
て「
脳
い
き
い
き
チ
ェ

ッ
ク
事
業
」に
取
り
組
み
、

認
知
症
予
防
に
努
め
る
。

問

水
道
事
業
の
未
収

金
対
策
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

地
域

整
備
課

水
道
料
は
私
債
権

　
　
　

と
の
判
例
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
時
効
が
２
年

と
な
っ
た
。
時
効
の
援
用

は
あ
る
が
、
水
道
料
未
収

金
の
不
納
欠
損
額
を
５
０

０
万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

意
見

未
収
金
の
回
収
に

努
め
る
よ
う
に
。

さらなる利用の拡大を望む、デマンド交通地下かんがいシステムで野菜づくりに励んでいます

救急情報
写真
（本人が確認

できるもの）

薬剤情報提供書（写）・お薬手帳（写）

健康保険証（写）

診察券（写）

◦緊急連絡先
◦かかりつけ医
◦緊急時の対応

方法などを記載

予　算

審　議
川西の特産品

ブランド確立を図れ

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
交
通

他
市
町
に
行
け
な
い
か

総務文教
第 1

分科会

産業厚生
第 ２

分科会

救急医療情報キットに入れるもの
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主な協議事項

普
通
交
付
税
算
定
基
礎
と

な
っ
て
い
る
。
時
間
外
保

育
は
有
料
で
早
朝
１
時
間
、

居
残
り
１
時
間
を
実
施
し

て
い
る
。（
1
時
間
当
り

月
額
２
０
０
０
円
）

　

美
女
木
げ
ん
き
保
育
園

は
、
最
大
11
時
間
ま
で
が

保
育
所
運
営
国
庫
負
担
金

算
定
の
対
象
と
さ
れ
て
お

り
、
午
前
７
時
15
分
か
ら

問

町
立
小
松
保
育
所

と
民
間
立
美
女
木

げ
ん
き
保
育
園
は
、
保
育

時
間
、
時
間
外
保
育
料
に

格
差
が
で
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
改
善
で
き
な
い
か
。

町
長

小
松
保
育
所
の

保
育
時
間
は
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５

時
ま
で
の
８
時
間
30
分
を

保
育
時
間
と
し
て
お
り
、

問

６
次
産
業
化
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
、
23
年
度
に
策
定

し
た
「
６
次
産
業
化
推
進

計
画
」
を
ど
う
具
現
化
す

る
か
、
具
体
的
な
施
策
に

つ
い
て
説
明
を
求
め
る
。

町
長

各
地
区
単
位
に

推
進
計
画
の
周

知
や
具
体
的
計
画
の
相
談

会
を
開
催
し
、
個
別
の
計

画
に
応
じ
た
体
制
を
構
築

午
後
６
時
15
分
ま
で
の
11

時
間
を
基
本
の
保
育
時
間

と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
１

時
間
独
自
に
有
料
で
時
間

外
保
育
を
行
う
と
し
て
い

る
。

　

通
常
の
保
育
に
か
か
る

保
育
料
は
、
公
立
、
民
間

立
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、

町
の
基
準
額
表
に
よ
り
同

額
の
負
担
と
な
る
。

　

こ
の
た
び
民
間
立
の
認

可
保
育
所
が
開
園
し
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
公
立
と
民

間
立
に
対
す
る
国
県
の
支

援
の
違
い
が
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
。

　

指
摘
の
あ
っ
た
保
育
時

間
や
時
間
外
保
育
料
の
保

護
者
負
担
に
つ
い
て
今
後

の
課
題
と
捉
え
て
い
る
。

意
見

格
差
が
生
じ
て
く

る
こ
と
か
ら
、
検

討
を
急
ぎ
、
子
育
て
支
援

の
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。

町長に聞く
　平成24年度の予算について、特に政策的
な事項を町長にたずねました。

　

３
月
定
例
会
最
終
日
に
、

議
員
発
議
に
よ
り「
議
会

活
性
化
検
討
特
別
委
員

会
」の
設
置
を
可
決
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
本
町
議
会

で
は
、
一
般
質
問
の
一
問

一
答
方
式
、
一
般
質
問
時

間
の
延
長
、
政
務
調
査
費

の
領
収
書
添
付
義
務
付
け
、

議
会
広
報
の
充
実
、
広
報

へ
の
町
民
参
加
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会
生

中
継
、
録
画
配
信
な
ど
、

議
会
改
革
や
活
性
化
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
さ
ら
な
る
改
革
を
目

指
し
特
別
委
員
会
で
議
論

を
深
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

特
別
委
員
会
は
議
長
を

除
く
14
人
の
議
員
で
構
成

し
、
設
置
期
間
は
平
成
25

年
４
月
30
日
ま
で
。
審
査

事
件
は
、
議
会
基
本
条
例

の
策
定
、
議
員
定
数
と
報

酬
、
そ
の
他
議
会
活
性
化

に
関
す
る
事
項
を
調
査
研

究
す
る
。

　

議
会
基
本
条
例
は
、
議

会
の
運
営
を
ど
の
よ
う
に

行
う
か
を
定
め
た
議
会
の

最
高
規
範
と
も
い
え
る
条

例
で
あ
り
、
平
成
18
年
北

海
道
栗
山
町
議
会
で
制
定

さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ

る
。
そ
の
後
全
国
的
に
制

定
さ
れ
、
平
成
23
年
３
月

現
在
で
94
市
51
町
４
村
に

及
び
、
県
内
で
は
酒
田
市
、

庄
内
町
、
河
北
町
が
制
定

し
て
い
る
。  

　

地
方
分
権
一
括
法
の
施

行
後
、
地
方
議
会
の
役
割

が
広
範
囲
と
な
り
、
町
民

に
開
か
れ
た
議
会
の
あ
り

方
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
町
議
会
で
は
、
今
後
１

年
間
を
か
け
て
議
会
改
革

や
活
性
化
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
行
う
。

全
員
賛
成
で
可
決　
　

特　別
委員会
設　置

議
員
定
数
も
議
論

① 議会基本条例の策定
　議会報告会、議員の質問に対する町長や

町職員の反問権の付与、政策形成過程にお

ける議会のかかわり方、議決事項の追加、

議員相互の自由討議の推進、議員の政治倫

理、政策提案と提言、通年議会の開催など

② 議員定数と報酬
　議員定数、常任委員会の構成、報酬など

③ その他議会活性化に関すること
　付属機関の委員、会期と審査など

保育時間の違い

小松保育所

美女木げんき保育園

通常保育 （8時間30分）

通常保育 （11時間）

7:30
時間外
有料

時間外
有料

時間外
有料

7:15

8:30 17:00

18:15

18:00

19:15

し
な
が
ら
推
進
す
る
。

　

事
業
戦
略
構
築
研
究
所

代
表
の
高
木
響
正
氏
と
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
契
約
を
行
い
、

資
源
調
査
、
拠
点
施
設
の

総
合
的
な
戦
略
的
指
導
を

受
け
る
と
と
も
に
、
具
体

的
な
特
産
品
開
発
、
販
売

戦
略
な
ど
実
践
者
へ
の
直

接
指
導
を
行
う
体
制
を
整

え
る
。
生
産
技
術
面
で
は

福
島
県
南
相
馬
市
の
農

家
・
渋
佐
一
夫
氏
を
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
、
園
芸
作

物
に
積
極
的
に
取
り
組
め

る
環
境
を
整
え
る
。

　

地
域
に
根
付
い
た
産
業

振
興
、
町
の
情
報
発
信
の

拠
点
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
も
具
現
化
を
し
て
い
き

た
い
。

意
見

①
進
捗
度
が
確
認

で
き
る
よ
う
、
数

値
目
標
を
定
め
る
べ
き
。

②
視
察
研
修
の
成
果
が
よ

り
得
ら
れ
る
よ
う
、
少
人

数
に
よ
る
実
施
な
ど
を
工

夫
す
べ
き
で
あ
る
。

③
置
賜
農
業
高
校
と
の
関

わ
り
を
今
ま
で
以
上
に
強

化
す
べ
き
で
あ
る
。

④
拠
点
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
運
営
主
体
は
も

と
よ
り
設
置
場
所
に
つ
い

て
も
市
場
性
な
ど
を
調
査

し
て
臨
む
こ
と
。

●
議
会
活
性
化
調
査
特
別

委
員
会

委
員
長

　
　加
藤
俊
一

副
委
員
長

　黒
沢

　
　巌

委
員

　議
長
を
除
く
14
人

小
委
員
会
委
員

　佐
々
木
賢
一

　同

　
　
　髙
橋

　建
一

　同

　
　
　斉
藤

　智
志

美女木げんき保育園開設で子育て支援の充実
栃木県塩谷町で議会改革を学び、本町の議会活性化をすすめる

議
会
基
本
条
例
制
定
を
め
ざ
す

保
育
の
格
差
ど
う
考
え
る

６
次
産
業
化
を
推
進
せ
よ
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淀
鍵
っ
子
、
い
じ
め
、

虐
待
、
学
級
崩
壊

な
ど
の
社
会
現
象
が
起
き

て
い
る
教
育
界
。
国
、
県

は
鍵
っ
子
や
遊
べ
な
い
子

ど
も
た
ち
の
対
応
に
、
厚

生
労
働
省
所
管
「
児
童
ク

ラ
ブ
」
と
文
部
科
学
省
所

管
「
子
ど
も
教
室
」
事
業

を
進
め
て
い
る
。

　

本
町
も
平
成
19
年
度
か

ら
、
こ
の
２
つ
の
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

「
児
童
ク
ラ
ブ
」
は
月

約
１
万
円
、
「
子
ど
も
教

室
」
は
お
や
つ
代
と
し
て

月
１
０
０
０
円
ほ
ど
の
保

護
者
負
担
と
な
る
。
負
担

金
の
格
差
が
大
き
い
た
め
、

町
は
平
成
23
年
度
か
ら
、

鍵
っ
子
の
み
の
家
庭
に
月

２
０
０
０
円
を
助
成
し
て

い
る
。
そ
れ
で
も
負
担
金

の
格
差
が
あ
る
の
で
、「
子

ど
も
教
室
」
へ
の
一
本
化

の
考
え
は
。

　

ま
た
「
児
童
ク
ラ
ブ
」

の
事
業
を
「
子
ど
も
教

室
」
の
事
業
が
補
完
的
役

割
を
果
た
し
、
イ
ベ
ン
ト

が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
２
つ
の
事

業
の
中
身
や
趣
旨
が
ほ
と

ん
ど
変
ら
な
い
よ
う
で
あ

る
が
。

町
長
「
児
童
ク
ラ
ブ
」

は
、
児
童
福
祉
法

に
基
づ
く
保
護
者
の
就
労

支
援
を
す
る
も
の
。「
子

ど
も
教
室
」
は
、
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
指
導

で
取
り
組
ん
で
い
る
も
の

で
事
業
内
容
が
違
う
。

淀
山
形
県
は
共
働
き

家
庭
が
全
国
で
上

位
を
占
め
、
共
働
き
家
庭

に
と
り
、
こ
の
事
業
は
好

評
で
あ
る
。
し
か
し
、
負

担
金
が
多
い
た
め
低
所
得

世
帯
の
中
に
は
利
用
を
諦

め
る
場
合
も
あ
る
。
利
用

料
金
の
軽
減
の
考
え
は
。

町
長
町
と
し
て
も
よ
く

調
査
し
対
応
を
検

討
す
る
。

淀
玉
庭
学
区
で
は
、

学
校
校
舎
の
開
放

で
「
子
ど
も
教
室
」
の
み

開
い
て
い
る
。
他
学
区
で

の
校
舎
利
用
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

町
長
「
子
ど
も
教
室
」

は
体
育
館
や
空
き

教
室
を
使
用
し
て
い
る
。

「
児
童
ク
ラ
ブ
」
校
舎
利

用
は
協
議
中
で
あ
る
。

淀
昨
年
、
「
子
ど
も

た
ち
の
放
課
後
を

救
え
」
の
本
が
話
題
に
な

っ
た
。
こ
の
本
で
は
ア
メ

リ
カ
で
も
子
ど
も
た
ち
の

放
課
後
の
危
さ
が
切
実
な

社
会
問
題
に
な
り
、
ボ
ス

ト
ン
で
は
Ｎ

※

Ｐ
Ｏ
を
立
ち

上
げ
対
応
し
て
い
る
。
特

に
子
ど
も
た
ち
に
市
民
先

生
を
招
い
て
、
生
き
る
力

の
実
践
が
好
評
。
町
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
立
ち
上
げ
の
予
定
は
。

町
長
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
立
ち
上

が
れ
ば
、
積
極
的

な
支
援
を
し
て
行
き
た
い
。

淀
地
域
の
宝
、
国
の

宝
と
も
い
わ
れ
る

子
ど
も
に
対
し
、
地
域
に

密
着
し
た
子
育
て
と
、
行

政
側
の
子
ど
も
支
援
の
大

切
さ
が
必
要
と
考
え
る
。

橋
本

４
月
か
ら
始
ま
る

第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
で
は
、
保
険
料

を
４
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
上

げ
の
５
万
４
０
０
円
（
月

額
４
２
０
０
円
）
と
し
た
。

　

保
険
料
の
一
部
を
積
み

立
て
た
介
護
給
付
準
備
基

金
が
１
億
７
５
６
６
万
円

あ
る
。
被
保
険
者
は
高
齢

と
い
う
こ
と
か
ら
、
死
亡

や
異
動
が
あ
る
た
め
、
そ

の
期
間
内
に
使
う
よ
う
に

と
い
う
指
示
が
あ
る
が
、

取
り
崩
し
額
を
増
や
せ
ば

値
上
げ
せ
ず
に
す
む
の
で

は
な
い
か
。

町
長
保
険
料
が
不
足
す

る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
場
合
は
県
の
基
金
か

ら
の
貸
し
付
け
を
受
け
ら

れ
る
が
、
次
期
に
償
還
す

る
こ
と
と
な
り
、
保
険
料

と
償
還
分
が
重
な
り
保
険

料
が
高
く
な
る
。
基
金
貸

し
付
け
を
受
け
な
い
こ
と

も
踏
ま
え
保
険
料
を
設
定

し
た
。

橋
本

改
定
介
護
保
険
で

は
、
要
介
護
高
齢

者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る

た
め
24
時
間
訪
問
介
護
・

看
護
サ
ー
ビ
ス
を
創
設
で

き
る
が
、
本
町
で
は
ど
う

か
。

町
長
現
在
町
内
に
は
訪

問
介
護
事
業
所
が

２
つ
、
訪
問
看
護
事
業
所

が
１
つ
あ
る
。
両
事
業
所

と
も
現
在
午
後
６
時
30
分

以
降
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

が
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
後
、
一
定
の
利
用
が

見
込
ま
れ
る
時
点
で
実
施

に
向
け
進
め
る
。

橋
本

第
５
期
計
画
で
は

在
宅
介
護
に
も
重

点
を
置
く
よ
う
に
見
え
る
。

在
宅
介
護
を
支
え
る
た
め

に
は
住
民
参
加
が
必
要
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
住
民
に
よ
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ポ
イ
ン

ト
を
つ
け
、
将
来
介
護
を

受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
時

に
使
う
と
い
う
ポ
イ
ン
ト

制
が
あ
る
が
導
入
を
考
え

て
は
ど
う
か
。

町
長
第
５
期
計
画
で
は

新
た
に
配
食
サ
ー

ビ
ス
や
認
知
症
高
齢
者
の

見
守
り
を
計
画
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
進
め
る
に
は
地

域
の
方
々
の
協
力
が
必
要

と
な
る
。
継
続
的
な
事
業

と
す
る
た
め
に
も
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
協
力
者
へ

の
支
援
も
ひ
と
つ
の
方
法

と
考
え
る
。

橋
本

高
齢
者
の
買
い
物

の
困
難
さ
の
改
善

が
必
要
だ
。

　

こ
の
冬
は
、
大
雪
の
た

め
駅
西
か
ら
駅
東
の
大
型

ス
ー
パ
ー
に
行
く
ま
で
大

変
な
こ
と
だ
っ
た
。
頻
繁

な
除
雪
体
制
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町
長
介
護
認
定
を
受
け

な
い
方
に
対
し
、

生
活
援
助
員
を
派
遣
し
、

買
い
物
な
ど
の
お
手
伝
い

制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

　

商
業
施
設
近
辺
の
交
通

安
全
施
設
は
整
備
を
行
っ

て
い
る
。
除
排
雪
は
、
今

年
の
豪
雪
で
は
不
十
分
な

点
も
あ
っ
た
。
今
後
と
も

県
と
協
力
し
な
が
ら
安
全

を
確
保
し
た
い
。

淀　秀夫 議員橋本欣一 議員

地域全体で介護を支える

学校校舎での子ども教室、玉庭地区

※NPO
　狭義では、各種のボランティア団体や市民活動団体を意味し、さらに狭く「特定非営

利活動法人」をNPO とする場合もある。

町
長 

ー 
負
担
有
り
と
負
担
無
し
、
地
域
事
情
を
考
慮
　

放
課
後「
児
童
ク
ラ
ブ
」と「
子
ど
も
教
室
」の
ち
が
い
は

町長 ー 取り崩し額を55パーセントとし、
　　　  極力引き上げを抑えた

基金の大幅な取り崩しで
介護保険料の引き上げを抑えるべき

定
例
会
２
日
目
に
、
４
人
の
議
員
に
よ
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容

を
要
約
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一　般

質　問
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斉
藤

原
田
町
長
は
、
就

任
早
々
「
財
政
再

建
」
と
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
力
を
注
い
で
き

た
。
当
時
の
町
財
政
は
、

多
額
の
借
金
を
か
か
え
破

綻
寸
前
と
い
っ
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
８
年
間
の
財
政
立

て
直
し
の
成
果
と
今
後
の

課
題
は
何
か
町
長
に
お
聞

き
す
る
。

町
長
就
任
し
た
平
成
16

年
度
は
、
県
内
の

市
町
村
の
中
で
も
、
最
も

町
財
政
の
立
て
直
し
を
求

め
ら
れ
て
い
た
。

斉
藤

原
田
町
長
は
、
財

政
立
て
直
し
と
同

時
に
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
に
力
を
注
い
で
き
た
。

し
か
し
、
そ
の
手
法
が
浸

透
せ
ず
、
不
平
不
満
や
心

配
す
る
声
も
多
く
耳
に
す

る
が
、
ど
う
認
識
し
対
応

し
て
き
た
か
。

町
長
ま
ち
づ
く
り
の
テ

ー
マ
を
「
発
見
」

「
協
働
」「
実
現
」か
ら「
地

域
再
生
」
へ
と
し
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
を

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

で
町
は
変
わ
っ
た
か

展
開
し
て
き
た
。
各
地
区

計
画
の
策
定
に
よ
り
、
個

性
と
自
主
性
が
発
揮
さ
れ

祭
り
や
農
産
物
販
売
、
自

然
環
境
の
保
護
な
ど
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
の
事
業
を

展
開
し
て
い
た
だ
い
て
き

た
。
先
進
的
事
例
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
町

の
誇
り
で
あ
る
。

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
に
よ
っ
て
発
展

す
る
。
議
会
も
パ
ー
ト
ナ

ー
だ
。
ど
う
考
え
て
い
る

か
伺
う
。

町
長
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
を
制
定
し
た

と
き
は
、
議
会
の
自
主
性

を
尊
重
し
「
議
会
条
項
」

を
入
れ
な
か
っ
た
。
条
例

の
改
正
を
検
討
し
て
い
る

が
、
私
と
し
て
は
、
今
の

時
点
で
盛
り
込
む
必
要
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

斉
藤

ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
に
「
議
会
の

役
割
規
定
」
が
抜
け
て
い

る
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
役

場
と
町
民
と
議
会
の
３
者

髙
橋

東
日
本
大
震
災
で

の
が
れ
き
処
理
を

国
は
広
域
処
理
す
る
方
針

で
あ
る
。
昨
年
、
置
広
千

代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

で
は
、
４
月
11
日
か
ら
７

月
31
日
ま
で
の
間
、
石
巻

市
の
一
般
家
庭
ゴ
ミ
（
可

燃
）
４
８
２
２
ト
ン
を
受

け
入
れ
、
す
で
に
処
理
し

て
き
た
経
過
が
あ
る
。
今

後
の
対
応
は
。

町
長
各
市
町
村
に
対
し

て
は
、
昨
年
10
月

に
国
か
ら
受
入
検
討
調
査

が
あ
っ
た
。
置
広
千
代
田

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は

処
理
能
力
の
面
で
週
当
た

り
３
５
０
ト
ン
の
受
け
入

れ
が
可
能
で
あ
る
が
、
焼

却
施
設
は
、
全
面
停
止
に

よ
る
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
を

予
定
し
て
お
り
、
現
状
で

は
受
け
入
れ
は
困
難
で
あ

る
旨
の
回
答
を
行
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

髙
橋

が
れ
き
の
受
け
入

れ
問
題
が
置
賜
広

域
議
会
で
議
論
さ
れ
る
と

予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
際
、

理
事
と
し
て
ど
の
よ
う
に

判
断
さ
れ
る
の
か
。

町
長
置
賜
広
域
行
政
事

務
組
合
理
事
会
並

び
に
議
会
に
お
い
て
、
受

け
入
れ
に
あ
た
っ
て
は
県

内
の
状
況
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
処
理
施
設
周
辺

の
住
民
と
も
協
議
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
な
お
、
埋
め
立
て
施

設
で
あ
る
浅
川
処
分
場
は

覚
書
で
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
の
影
響

を
受
け
た
災
害
廃
棄
物
は

埋
め
立
て
な
い
も
の
と
し

て
お
り
、
宮
城
、
岩
手
両

県
か
ら
の
受
け
入
れ
は
改

め
て
協
議
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
将
来
の
環
境
保

全
を
考
え
た
場
合
、
放
射

性
物
質
を
持
ち
込
ま
な
い

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

髙
橋

放
射
能
の
影
響
に

つ
い
て
、
町
民
に

対
す
る
説
明
が
必
要
で
は
。

町
長
放
射
能
へ
の
関
心

は
大
変
高
い
の
で

観
測
結
果
を
随
時
公
開
し
、

今
後
も
監
視
し
て
い
く
。

髙
橋

人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー

場
建
設
に
つ
い
て
、

決
定
ま
で
の
経
過
を
尋
ね

る
。

町
長
建
設
の
決
定
ま
で

の
経
過
は
、
人
工

芝
競
技
場
建
設
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
基
礎
デ
ー

タ
の
比
較
検
討
、
利
活
用

方
法
な
ど
の
内
容
に
つ
い

て
、
視
察
を
含
め
４
回
に

わ
た
り
検
討
い
た
だ
い
た
。

そ
の
結
果
を
も
と
に
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
に
諮

問
し
た
。

髙
橋

人
工
芝
・
天
然
芝

を
一
面
づ
つ
と
す

る
こ
と
で
公
式
大
会
運
営

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
か
。

使
い
勝
手
が
悪
い
の
で
は

な
い
か
。
む
し
ろ
維
持
管

理
費
が
か
さ
む
の
で
は
。

町
長
検
討
委
員
会
の
結

果
は
現
在
の
天
然

芝
２
面
を
人
工
芝
に
整
備

す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ

た
が
、
審
議
会
で
は
人
工

芝
１
面
を
整
備
し
残
り
を

天
然
芝
に
す
る
と
い
う
も

の
だ
っ
た
。
そ
の
答
申
に

基
づ
き
、
総
合
的
に
検
討

し
た
結
果
、
人
工
芝
１
面

で
も
問
題
は
な
い
と
判
断

し
た
。

人工芝ホッケー場で技を磨け 徹底した事務事業の見直しで行財政の改革を

髙橋輝行 議員

町長 ー  一面でも問題ない　

人工芝ホッケー場使い勝手悪いのでは

斉藤智志 議員

一　般

質　問
　

就
任
し
た
10
月
に
は
、

「
町
行
財
政
改
革
大
綱
」

や
５
年
計
画
で
の
「
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

財
政
健
全
化
に
取
り
組
ん

だ
。
職
員
削
減
を
含
む
徹

底
し
た
管
理
経
費
の
削
減

や
事
務
事
業
の
見
直
し
、

公
共
施
設
管
理
運
営
の
改

善
な
ど
を
進
め
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
22
年
度
の

決
算
で
は
、
６
年
前
と
の

比
較
で
、
町
の
借
入
金
は

10
億
円
以
上
削
減
で
き
、

積
立
金
も
１
億
円
を
割
っ

て
い
た
も
の
を
、
６
億
円

ま
で
積
み
立
て
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、
借
入

金
や
人
件
費
は
減
少
傾
向

に
あ
る
も
の
の
、
福
祉
医

療
関
係
予
算
に
係
わ
る
扶

助
費
は
、
以
前
と
し
て
高

い
水
準
に
あ
る
た
め
、
財

政
改
革
に
力
を
入
れ
る
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
だ
が
、

過※

疎
債
を
活
用
し
な
が
ら
、

①
子
育
て
支
援
②
教
育
施

設
の
整
備
③
社
会
体
育
施

設
の
整
備
④
防
災
機
能
の

強
化
等
、
今
後
予
想
さ
れ

る
投
資
的
事
業
に
も
財
政

の
健
全
化
を
意
識
し
な
が

ら
行
っ
て
い
く
。

が
れ
き
処
理
の
対
応
は

人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場

※過疎債
　「過疎地域自立促進特別措置法」による地方債。交付税措置は、

元利償還金の70％を基準財政需要額に算入することとなっている。

町
長 

ー
職
員
数
を
含
む
　
徹
底
し
た
管
理
経
費
の
削
減
を
　

財
政
赤
字
の
立
て
直
し
は
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
条

例
　

こ
れ
ま
で
吉
島
幼
稚
園

の
空
き
教
室
を
利
用
し
て

子
育
て
支
援
事
業
を
行
っ

て
き
た
が
、
同
施
設
を
継

続
的
な
活
動
拠
点
と
し
て

活
用
す
る
。

　

事
業
内
容
は
、
セ
ン
タ

ー
型（
毎
日
型
）と
し
、
週

暴
力
団
排
除
条
例

　

暴
力
団
が
あ
ら
ゆ
る
社

会
経
済
活
動
に
進
出
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の

安
全
で
平
穏
な
生
活
を
守

る
た
め
、
暴
力
団
の
排
除

に
つ
い
て
基
本
理
念
や
町

の
責
務
、
町
民
の
役
割
等

を
定
め
る
。

　

23
年
8
月
に
県
条
例
が

制
定
さ
れ
、
こ
の
3
月
ま

で
県
内
全
市
町
村
が
制
定
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

税
条
例
の
一
部
改
正

　

道
府
県
た
ば
こ
税
の
内

１
０
０
０
本
に
つ
き
６
４

４
円
を
市
町
村
に
移
譲
す

る
。
25
年
4
月
か
ら
適
用
。

　

退
職
所
得
に
係
る
10
％

税
額
控
除
の
廃
止
、
個
人

住
民
税
均
等
割
税
率
加
算

な
ど
、
合
わ
せ
て
年
間
約

２
０
０
０
万
円
の
増
収
が

見
込
ま
れ
る
。

賛
成
多
数
で
可
決　
　

（
反
対
１
）

介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

国
の
介
護
保
険
法
改
正

に
伴
い
、
1
号
被
保
険
者

で
あ
る
65
歳
以
上
を
対
象

に
、
平
成
24
年
か
ら
26
年

ま
で
の
３
年
間
の
保
険
料

の
改
定
を
行
い
、
基
準
月

額
を
４
２
０
０
円
に
改
め

る
も
の
。

　

改
正
の
理
由
は
、
平
成

２
年
か
ら
の
20
年
間
で
65

歳
以
上
の
人
口
が
44
％
増

加
し
た
こ
と
や
、
今
後
団

塊
の
世
代
が
65
歳
を
迎
え

る
こ
と
を
想
定
し
た
こ
と

に
よ
る
。

　

保
険
料
の
設
定
は
、
被

保
険
者
の
負
担
能
力
に
応

じ
て
６
段
階
か
ら
９
段
階

と
細
分
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
改
善
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
準
備
基
金
か
ら
８

７
０
０
万
円
を
取
り
崩
し

負
担
の
軽
減
を
図
っ
た
。

　

こ
の
月
額
４
２
０
０
円

は
県
内
で
も
低
い
方
か
ら

６
番
目
で
、
置
賜
で
は
最

も
安
い
保
険
料
と
な
っ
て

い
る
。

賛
成
多
数
で
可
決　
　

（
反
対
１
）

置賜３市５町の介護保険料基準額比較
第４期 第５期 比　較

川西町 4040円 4200円 160円

米沢市 4075円 5225円 1150円

南陽市 3800円 4700円 900円

高畠町 3400円 4700円 1300円

長井市 4292円 4617円 325円

小国町 4217円 4625円 408円

白鷹町 3550円 4381円 829円

飯豊町 4150円 5290円 1140円

川西町介護保険料比較
平成21～23年度（第4期） 平成24～26年度（第5期）

段階 割合 保険料 段階 割合 保険料

1 0.5 2020円 1 0.5 2100円

2 0.5 2020円 2 0.5 2100円

3 0.75 3030円
3 0.65 2730円

　 4 0.75 3150円

4
1 4040円 5 0.9 3780円

0.9 3636円 6 1 4200円

5 1.25 5050円
7 1.15 4830円

8 1.25 5250円

6 1.5 6060円 9 1.5 6300円

５
日
、
１
日
５
時
間
以
上

開
設
す
る
。

①
子
育
て
家
庭
の
交
流

②
子
育
て
に
関
す
る
相
談

　

及
び
指
導

③
子
育
て
に
関
す
る
情
報

　

の
収
集
及
び
提
供

等
、
本
格
的
な
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
る
。

ま
た
子
ど
も
ま
つ
り
等
の

イ
ベ
ン
ト
の
拠
点
と
す
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

その他の条例議決状況

条 例 内 容 議決の内容

公民館条例の一部改正 全員賛成により可決

町立図書館条例の一部改正 全員賛成により可決

スポーツ振興審議会条例の一部改正 全員賛成により可決

印鑑条例等の一部改正 全員賛成により可決

町営住宅管理条例の一部改正 全員賛成により可決

防災会議条例の一部改正 全員賛成により可決

交流センター条例の一部改正 全員賛成により可決

非常勤職員等の公務災害補償に
関する条例の一部改正 全員賛成により可決

子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を

県
た
ば
こ
税
の
一
部
を

市
町
村
に
移
譲

ま
ち
の
宝　

輝
く
瞳

　

平
成
24
年
度
か
ら
、
中

郡
幼
稚
園
・
吉
島
幼
稚

園
・
東
沢
へ
き
ち
保
育
所

の
３
つ
が
統
合
さ
れ
、
美

郷
幼
稚
園
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

園
児
数
が
１
０
９
名
と
な

り
、
ち
ょ
っ
と
幼
稚
園
が

狭
い
よ
う
な
感
じ
も
し
ま

し
た
が
、
園
児
は
元
気
い

っ
ぱ
い
で
、
友
達
が
多
く

で
き
る
の
を
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
で
し
た
。

　

こ
ど
も
は
町
の
宝
物
で

す
。
こ
の
宝
物
を
大
事
に

大
き
く
育
て
る
の
が
私
た

ち
大
人
の
役
割
で
す
。
子

ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
い
つ

ま
で
も
続
く
こ
と
を
願
う

も
の
で
す
。

表
紙
の
写
真

子育て
支援センターを吉島に

元気なお年寄りに、介護予防が大事

子育て支援センターとなる吉島幼稚園

介
護
保
険
料
・
置
賜
で
は
一
番
安
い

月
額
４
２
０
０
円
に

条　例
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子
育
て
支
援
医
療
費
を
追

加
　

少
子
化
対
策
の
柱
と
し

て
、
23
年
度
６
月
か
ら
川

西
町
独
自
の
中
学
３
年
生

ま
で
の
医
療
費
無
料
化
の

制
度
が
開
始
さ
れ
た
。

　

当
初
見
込
ん
だ
給
付
額

を
上
回
る
こ
と
か
ら
追
加

補
正
を
行
っ
た
。

山
形
交
通
バ
ス
運
行
へ
の

補
助
増
額

　

米
沢
・
小
松
間（
六
郷

経
由
）
の
バ
ス
路
線
は
、

米
沢
市
に
通
学
す
る
高
校

生
や
医
療
機
関
の
利
用
者

に
は
欠
か
せ
な
い
交
通
手

段
で
あ
り
、
山
形
交
通
の

協
力
に
よ
り「
足
の
確
保
」

を
図
っ
て
き
た
。

　

こ
の
路
線
は
赤
字
路
線

小
松
小
学
校
耐
震
化
事
業

で
全
面
改
築

　

国
の
第
３
次
補
正
予
算

に
よ
り
、
小
松
小
学
校
の

耐
震
化
事
業
が
23
年
度
事

業
と
し
て
予
算
化
さ
れ
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
２
億
３

１
６
５
万
円
で
、町
債（
借

入
金
）４
億
５
１
７
０
万

円
を
充
て
る
。
こ
の
元
利

償
還
金
の
80
％
は
地
方
交

付
税
に
算
入
さ
れ
る
。

大
雪
か
ら
町
民
の
生
活
守

れ
　

今
冬
は
２
年
続
き
の
大

雪
と
な
り
、
２
月
４
日
に

昨
年
を
上
回
る
１
メ
ー
ト

ル
74
セ
ン
チ
の
積
雪
を
記

録
し
た
。

　

２
月
20
日
現
在
で
高
齢

者
を
含
む
７
人
の
重
軽
傷

者
を
出
し
、
ハ
ウ
ス
や
畜

舎
な
ど
の
倒
壊
被
害
は
10

件
に
の
ぼ
っ
た
。

　

今
回
の
補
正
は
、
道
路

交
通
の
確
保
を
は
じ
め
、

施
設
の
除
排
雪
や
高
齢
者

宅
な
ど
の
雪
下
ろ
し
援
助
、

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

へ
の
援
助
、
農
業
施
設
関

係
の
雪
害
対
策
に
対
す
る

も
の
。

　

道
路
除
雪
費
予
算
は
、

当
初
と
合
せ
て
1
億
８
７

０
０
万
円
と
な
っ
た
。
な

お
2
月
末
ま
で
1
億
５
８

３
２
万
円
を
支
出
し
た
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

の
た
め
、
川
西
町
と
米
沢

市
が
運
行
距
離
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
補
助
金
を
出
し

な
が
ら
運
行
し
て
き
た
が
、

23
年
分
が
確
定
し
た
こ
と

に
よ
り
増
額
補
正
を
行
っ

た
。
本
町
は
38
％
の
負
担

補　正
予　算

医
療
費
無
料
化
順
調
に
進
む

子
育
て
支
援
に
力
を
注
ぐ

主
な
内
容

健やかに育て、子どもたちを大事に大切に 全面改築となる小松小学校、工事は24年度から

平成２３年度補正予算（３月）の主な事業

（一般会計）　100 億 7836 万円（減額 2505 万円）

子育て支援医療事業・医療費 ３３９万円

バス路線維持費補助金・山形交通・米沢小
松線 ２３４万円

置賜広域病院組合運営負担金 ５９７１万円

障害者自立支援特別対策事業・委託料 １１７万円

農地・水・環境保全向上対策補助金 ▲８０２万円

戸籍住民基本台帳事務事業・委託料 ▲９４１万円

健康診断・各種検診事業・委託料 ▲４００万円

障害介護給付等事業・介護給付費 ▲２５００万円

平成２３年度補正予算（１月）の主な事業

（一般会計）　100 億 1602 万円（増額 7 億 1800 万円）

小松小学校耐震化事業・工事費 ６億８６４１万円

フレンドリープラザ管理経費・除雪費 ２００万円

地籍調査事業・委託料 １３８万円

小学校事務経費・除雪費 ４０６万円

小松小学校耐震化・委託料 １１７万円

防災対策事業費・発電機設置工事費 １１６５万円

農林水産業創意工夫プロジェクト支援補助金 ４３１万円

（特別会計）川西町下水道事業特別会計

流域下水道建設事業負担金 ９９万円

平成２３年度補正予算（２月）の主な事業

（一般会計）　101 億 342 万円（増額 8740 万円）

冬期交通確保・道路除雪費 ６７００万円

ボランティア除雪等推進助成・補助金 ８０万円

農業用施設等雪害対策・補助金 ４６万円

小学校、中学校施設維持管理費・燃料費 ２４４万円

小学校、中学校事務経費・除雪費 ６００万円

フレンドリープラザ、まどか、幼稚園
地区交流センター等管理運営・除雪費

６６万円

その他の公共施設管理経費・除雪費 １５０万円

在宅福祉支援・除雪費 ２７１万円

と
な
っ
て
い
る
。

　

川
西
町
民
の
利
用
者
数

は
、
昨
年
12
月
の
22
日
間

で
１
１
８
人
、
今
年
２
月

の
29
日
間
で
１
４
８
人
と

な
っ
て
い
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

１
月
臨
時
会

　

今
年
度
は
、
事
務
費
を

含
め
て
７
億
４
２
３
万
円

が
予
算
化
さ
れ
、
24
～
26

年
度
の
債※

務
負
担
行
為
と

し
て
10
億
２
１
７
４
万
円

が
計
上
さ
れ
た
。

　

ま
た
防
災
施
設
整
備
事

業
と
し
て
庁
舎
に
発
電
機

を
１
１
６
５
万
円
で
設
置

す
る
。
全
額
町
債
を
充
て

元
利
償
還
金
の
70
％
が
交

付
税
に
算
入
さ
れ
る
。

賛
成
多
数
で
可
決　
　

（
反
対
2
）

※債務負担行為
　１つの事業や事務が単年度で終了せずに、後年度においても「負担＝支出」をしなければ

ならない場合には、議会の議決を経てその期間と額を確定するもの。

23年度予算で

小松小学校全面改築 臨時会

主
な
内
容

２
月
臨
時
会

主
な
内
容
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
同
意

　

平
成
24
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
鴨
源

一
氏
に
代
わ
り
、
横
山
昇
氏
を
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら

委
員
と
す
る
も
の
。

◦
横
山

　
　昇

の
ぼ
る

住　
　

所　

川
西
町
大
字
小
松

　全
員
賛
成
に
よ
り
選
任

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

◦
小お

の野

　庄し
ょ
う
し士

住　
　

所　

米
沢
市
春
日（
川
西
町
玉
庭
生
ま
れ
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
昭
和
53
年
４
月
教
員
採
用
さ
れ
県
立
米
沢
東
高
校
配
属

・
平
成
２
年
４
月
か
ら
山
形
県
教
育
庁
指
導
課
配
属

・
平
成
15
年
４
月
か
ら
高
畠
高
校
校
長
に
就
任

・
置
賜
農
業
高
校
校
長　
米
沢
工
業
高
校
校
長
を
経
て

　

平
成
23
年
４
月
か
ら
米
沢
東
高
校
校
長
に
就
任

・
平
成
24
年
３
月
31
日
退
職

　全
員
賛
成
で
同
意

 
新
た
な
教
育
委
員

　
　

小
野
氏
就
任

請　願
継

　
　続

◎
脱
原
発
社
会
に
向
け
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転
換

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願

《
請
願
者
》

山
形
市
木
の
実
町
12
番
37

号
大
手
門
パ
ル
ズ
４
階
山

形
県
平
和
セ
ン
タ
ー
内

　

さ
よ
な
ら
原
発
県
民
ア

ク
シ
ョ
ン

　

呼
び
か
け
人
代
表 

髙
橋 

義
雄

《
紹
介
議
員
》

髙
梨
勇
吉
、
髙
橋
照
夫

黒
澤　

巖

《
請
願
の
趣
旨
》

　

原
子
力
発
電
依
存
か
ら

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

と
転
換
す
る
こ
と
や
運
転

中
の
原
発
は
順
次
廃
炉
に

す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
る
。

審
議
未
了
に
つ
き
継
続

　

私
は
、
今
の
職
場
の
前

は
、
地
区
の
公
民
館
に
勤

務
し
て
い
ま
し
た
。
ひ
と

つ
の
事
業
を
成
功
さ
せ
る

た
め
に
、
地
区
民
の
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
活
動

し
て
い
く
場
を
多
く
経
験

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

活
動
の
中
に
お
い
て
も
、

行
事
の
参
加
者
の
減
少
が

見
ら
れ
、
高
齢
者
の
方
か

ら
の
お
話
の
中
に
は
昔
は

も
っ
と
活
気
が
あ
っ
た
な

ど
の
声
も
聞
こ
え
て
い
ま

し
た
。

　

様
々
な
問
題
が
あ
る
中

解
決
に
向
け
て
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
い
る
議
員
の

方
々
に
は
、
町
民
の
幅
広

い
意
見
を
取
り
入
れ
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

広
報
モ
ニ
タ
ー
の
依
頼

を
受
け
、
一
年
た
と
う
と

し
て
い
ま
す
が
、
未
だ
私

は
議
会
の
傍
聴
が
で
き
て

い
な
い
現
状
で
す
。
開
催

日
の
中
に
土
日
を
入
れ
る

こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
町
民

の
多
く
の
方
に
、
議
会
の

傍
聴
を
促
す
た
め
に
も
議

会
の
開
催
の
日
割
り
な
ど

考
慮
し
、
幅
広
い
年
齢
層

の
方
が
傍
聴
で
き
る
よ
う

な
、
議
会
の
体
制
づ
く
り

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
な
お
、
私
も

広
報
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
議

会
の
傍
聴
を
す
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

広報モニターから

ひとこと③
中　郡　渡部　　 忍

しのぶ

 さん

人　事

ど
う
す
る農業

所
得
の
向
上

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

　

農
業
委
員
会
役
員
、
議

会
選
出
委
員（
３
人
）の

方
々
と
の
意
見
交
換
会
を

行
っ
た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
に
お

い
て
は
、
①
現
在
の
本
町

農
業
の
現
状
と
課
題　

②

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
米
価

の
低
迷
が
続
い
て
い
る
が
、

コ
ス
ト
は
逆
に
高
く
な
っ

て
お
り
、
所
得
の
低
下
に

繋
が
っ
て
い
る
。
米
以
外

の
作
物
の
導
入
が
以
前
か

ら
言
わ
れ
て
き
た
が
、
土

壌
が
畑
作
等
に
向
い
て
い

な
い
こ
と
も
あ
り
、
作
付

け
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
。

　

農
業
を
や
っ
て
も
収
益

が
少
な
い
た
め
、
後
継
者

が
少
な
い
現
状
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン

　

②
に
つ
い
て
は
、
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
あ
り
き
で
話

を
進
め
る
の
で
は
な
く
、

地
域
の
農
業
、
本
町
の
農

業
を
ど
の
よ
う
に
デ
ザ
イ

ン
す
る
か
と
い
う
観
点
か

ら
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

産
業
と
し
て
農
業
が
成

り
立
つ
た
め
に
も
農
家
の

集
合
体
を
育
て
て
い
く
必

要
も
あ
る
。
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
が
活
用
で
き
な
く
て

も
、
今
後
の
農
業
を
ど
の

よ
う
に
構
築
す
る
か
、
議

論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
で
あ
る
等
の
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。

旧2中の現地調査、利活用の推進を

農業後継者の育つ所得拡大を、
こうずく地区基盤整備事業

委員会
レポート

総務文教常任委員会

旧２中校舎ひどい雨漏り
　

旧
2
中
校
舎
に
は
、「
里

の
暮
ら
し
大
学
校
」の
事

務
局
や
吉
島
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
仮
事
務
所
が
置
か

れ
て
い
る
。
今
後
は
交
流

の
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ

る
予
定
の
ほ
か
、
災
害
時

用
の
物
資
保
管
、
遅
筆
堂

文
庫
書
庫
な
ど
と
し
て
活

用
予
定
で
あ
る
。

　

特
に
大
雪
の
こ
の
冬
は
、

南
・
北
側
の
ベ
ラ
ン
ダ
に

溜
ま
っ
た
雪
が
大
き
な
雪

庇
と
な
っ
て
お
り
、
生
徒

が
い
た
時
か
ら
除
雪
に
は

苦
労
し
て
い
た
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

ま
だ
、
築
15
年
目
だ
が
、

校
舎
屋
上
、
体
育
館
屋
根

か
ら
の
雨
漏
り
が
激
し
く
、

部
分
的
に
は
天
井
が
腐
れ

落
ち
て
お
り
、
今
後
継
続

し
て
使
用
し
て
い
く
に
は

早
急
な
修
理
が
必
要
で
あ

る
。
24
年
度
予
算
で
は
４

６
８
９
万
円
の
修
理
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。

甘
か
っ
た
見
通
し

　

統
合
し
た
川
西
中
で
は

教
室
が
足
り
な
く
、
一
時

的
に
プ
レ
ハ
ブ
教
室
が
必

要
と
な
り
建
設
中
で
あ
る
。

一
方
で
は
生
徒
の
い
な
い

寂
し
い
校
舎
が
あ
っ
た
り

と
、
県
町
の
教
育
行
政
の

施
策
時
期
の
ず
れ
が
あ
っ

た
と
は
い
え
、
ど
こ
か
ち

ぐ
は
ぐ
で
あ
る
。

　

が
ら
ん
と
し
た
校
舎
は

何
と
も
寂
し
い
。

旧
校
舎
を
視
察
、
活
用
は

農
業
委
員
会
と
意
見
交
換

（20）議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成24年4月15日発行
第109号（21） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成24年4月15日発行
第109号



　

本
町
で
は
、
総
務
省
が

推
進
す
る
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
を
平
成
23
年
度

か
ら
導
入
し
、
隊
員
の
配

置
を
希
望
す
る
活
動
拠
点

団
体
（
き
ら
り
よ
し
じ
ま

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
小
松
地

域
振
興
協
議
会
）
で
各
１

人
が
活
動
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、

　

本
年
度
は
、
継
続
し
て

隊
員
と
な
る
方
を
含
め
、

５
人
を
隊
員
に
委
嘱
す
る
。

　

隊
員
の
活
動
分
野
は
、

町
の
主
要
事
業
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
「
地
域
づ
く

り
」「
交
流
」「
６※

次
産
業

化
」
と
す
る
。

　

隊
員
の
協
力
を
希
望
す

る
活
動
が
あ
る
団
体
は
、

あ
ら
か
じ
め
希
望
す
る
具

体
的
な
活
動
内
容
を
示
し
、

そ
れ
に
基
づ
き
町
が
選
考

し
て
隊
員
を
派
遣
す
る
活

動
を
決
定
す
る
。

　

隊
員
は
、
基
本
的
に
２

人
１
組
を
単
位
と
し
、
担

当
す
る
活
動
（
団
体
）
を

複
数
持
つ
こ
と
と
す
る
。

派
遣
の
日
程
な
ど
は
、
町

が
調
整
す
る
。

今
ま
で
の
経
過

平
成
24
年
度
の
方
針

ま
ち
づ
く
り
に
大
き
な
刺
激
を

　
　『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
』を
配
置

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

身
分
は
次
の
と
お
り
。

①
町
の
非
常
勤
特
別
職

と
し
て
町
長
が
委
嘱
。

②
任
期
は
１
年
間
。
最
大

３
年
ま
で
可
。

③
報
酬
は
月
16
万
６
０
０

０
円
、
住
居
、
活
動
車
両
、

活
動
用
パ
ソ
コ
ン
等
は
町

が
貸
与
。

④
活
動
時
間
は
週
40
時
間
、

年
休
10
日
。

　

都
市
部
か
ら
お
い
で
に

な
る
隊
員
の
方
々
の
活
躍

に
よ
っ
て
刺
激
を
い
た
だ

き
、
成
果
を
上
げ
た
い
。

活 動

あ

地域づくり・
交流･６次産業

活 動

い
活 動

う
活 動

え
活 動

お
主要３分野で
隊員の協力を
希望する活動

隊員の自主
的な地域活
性化活動

スキル
ネットワーク
マンパワー

日
程
等
調
整

活
動
希
望

活
動
予
算

まちづくり策

協力隊事務所
（町が管理する■■施設等）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

記
な
ど
）
③
デ
ザ
イ
ン
、

レ
イ
ア
ウ
ト
④
写
真
（
表

現
力
、
技
術
力
）
の
４
項

目
で
構
成
さ
れ
、
項
目
ご

と
に
住
民
参
加
が
図
ら
れ

て
い
る
か
、
読
者
に
と
っ

て
わ
か
り
や
す
い
文
章
な

の
か
な
ど
、
読
者
本
位
の

編
集
と
い
う
姿
勢
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
審
査
会

で
の
共
通
の
感
想
は
「
ま

す
ま
す
順
位
付
け
が
難
し

く
な
っ
た
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
さ
ら
に
努
力
し
、

町
民
の
皆
様
に
愛
読
い
た

だ
け
る
議
会
だ
よ
り
を
め

ざ
し
、
委
員
会
一
同
全
力

で
頑
張
り
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
第
１
０
５

号
が
第
26
回
町
村
議
会
広

報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
お

い
て
昨
年
に
続
き
２
年
連

続
「
優
良
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。（
応
募
総
数
２

１
１
議
会
）

　

審
査
会
で
は
今
回
か
ら

「
審
査
基
準
の
指
針
」
を

設
定
。指
針
は
①
企
画（
伝

達
と
的
確
性
）②
文
章（
表

現
力
、
適
切
な
語
法
、
表

意
欲
あ
る
都
市
住
民
な
ど

に
委
嘱
し
、
住
民
票
及
び

生
活
拠
点
を
過
疎
地
の
自

治
体
に
移
し
た
う
え
で
、

地
域
協
力
活
動
に
従
事
し

て
い
た
だ
く
制
度
。

　

活
動
拠
点
団
体
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
示

さ
れ
た
地
域
活
動
へ
の
協

力
を
一
年
間
展
開
し
て
き

た
が
、
課
題
も
多
く
残
っ

た
。

表　彰

優
良
賞 

第
１
０
５
号

お
め
で
と
う
自
治
功
労
者
表
彰

議会だより　　全国コンクールで

２年連続優良賞 追　
跡 あれから……

どうなった！

広　報　名 議　会　名
最 優 秀 賞 議会だより　しょうわ 山梨県昭和町議会
特別優秀賞 議会　ながいずみ 静岡県長泉町議会
優 秀 賞 みさとまち議会だより 宮城県美里町議会

同 みさと議会だより 秋田県美郷町議会
優 良 賞 しずくいし議会だより 岩手県雫石町議会

同 りふ議会だより 宮城県利府町議会
同 かわにし議会だより 山形県川西町議会
同 よしおか議会だより 群馬県吉岡町議会
同 つばた議会だより 石川県津幡町議会
同 こうた議会だより 愛知県幸田町議会

奨 励 賞 10点
表紙フォト
グラプリ賞
（中央文化社賞）

議会だより　たけとよ 愛知県武豊町議会

第26回町村議会広報全国コンクール表彰作品

平成24年度の隊員活動イメージ
全
国
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会

よ
り
淀
秀
夫
議
員
が
「
在

職
15
年
表
彰
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

置
賜
地
方
町
村
議
会
議
長

会
表
彰

　

置
賜
地
方
町
村
議
会
議

長
会
よ
り
金
子
一
郎
議
員

が
「
在
職
17
年
表
彰
」
を

受
賞
し
ま
し
た
。

あなたが撮った写真を公募します。
　議会だよりの表紙に、町民の皆様
方の写真を提供してください。いきいき
とした笑顔輝く子どもたちの写真を公
募します。
問い合わせは議会事務局

（☎４２－６６７４） まで次の定例会は６月です手続きは簡単

議会傍聴においで下さい
まちの未来が見える （3月定例会の傍聴者は25人でした）

※6次産業化
　農業者自ら1次産業（生産）、2次産業（加工）、3次産業（流通販売）に取り組み、

農業を総合産業化すること。1＋2＋3＝6次を意味する。

栄えある 2 年連続の優良賞受賞
喜びの広報常任委員会

金子一郎 議員 淀　秀夫 議員

新たな息吹に高まる期待、
 地域おこし協力隊のみなさん

（22）議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成24年4月15日発行
第109号（23） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り

平成24年4月15日発行
第109号



❖　プロフィール　❖

佐
さ さ き

々木  真
ま ち こ

智子
　　　川西町西大塚生まれ　在住
　　　結婚５年目
　　　１歳の女の子、３歳の男の子、
　　　夫との４人家族。

休みの日には一緒に遊びます

イ

ンタビュー

大
塚
に
お
住
ま
い
の
若
い
お
母
さ

ん
佐
々
木
真
智
子
さ
ん
に
川
西
町

に
望
む
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

町民の声

編
集
の
後
で

川
西
町
に
住
ん
で
思

う
こ
と

子
育
て
を
し
て
感
じ

て
い
る
こ
と
は

行
政
に
何
を
望
み
ま

す
か

▼
議
会
だ
よ
り
が
２
年
連

続
全
国
優
良
賞
の
受
賞
に

輝
い
た
。
町
民
参
加
と
読

者
本
位
の
編
集
の
姿
勢
が

評
価
さ
れ
た
▼
未
曾
有
の

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
。

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を
体
験

し
た
一
年
だ
っ
た
。
い
ま
、

産
業
や
個
々
人
の
生
活
に

必
需
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

な
ど
原
発
に
代
わ
る
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
が
急
務
で

あ
り
、
平
行
し
て
さ
ら
な

る
防
災
意
識
高
揚
が
大
切

で
あ
る
。

（
髙
照
）

発
行
責
任
者　

齋
藤　

修
一

委
員
長　

佐
々
木
賢
一

副
委
員
長　

斉
藤　

智
志

委　
　

員　

髙
橋　

輝
行

　

同　　
　

髙
橋　

照
夫

　

同　　
　

髙
橋　

建
一

　

同　　
　

遠
藤　

章
一

ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
文
章
）

小
林　

伸
也

近
野
ユ
キ
子

ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
写
真
）

阪
野　

吉
平

青
木　

督
平

鴨　
　

源
一

　

私
は
、
生
ま
れ
も
育
ち

も
川
西
町
で
す
。
慣
れ
親

し
ん
だ
町
で
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
、
子
育
て
に
は

と
て
も
い
い
環
境
だ
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
の
住
ん
で
い

る
地
区
で
は
、
た
く
さ
ん

の
子
ど
も
が
い
て
、
夕
暮

れ
時
に
も
な
る
と
子
ど
も

の
元
気
に
遊
ぶ
声
が
響
い

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
神
輿
や
火
の
用

心
な
ど
の
風
習
が
残
っ
て

お
り
、
昔
な
が
ら
の
“
子

ど
も
が
集
ま
る
地
域
”
が

気
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

家
に
は
、
元
気
な
子
ど

も
が
２
人
い
ま
す
。

　

仕
事
が
休
み
の
日
に
は

子
ど
も
と
の
時
間
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
天
気
の

い
い
日
は
外
に
出
て
散
歩

し
た
り
、
サ
ッ
カ
ー
を
し

た
り
し
、
体
を
よ
く
動
か

し
て
ご
飯
を
た
く
さ
ん
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

　

子
育
て
は
、
時
間
に
追

わ
れ
る
毎
日
の
中
、
決
し

て
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で

は
な
く
、
大
変
な
こ
と
も

多
い
の
で
す
が
、
母
親
と

し
て
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

に
「
生
き
が
い
」
を
感
じ
、

そ
れ
が
毎
日
の
元
気
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

川
西
町
に
は
、
立
派
な

体
育
館
や
芝
生
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
ダ
リ
ヤ
園
等
の
施

設
が
あ
り
ま
す
。
空
い
て

い
る
日
に
「
幼
児
開
放

日
」
を
設
け
て
い
た
だ
き
、

思
い
っ
切
り
広
い
と
こ
ろ

で
親
子
が
遊
べ
る
場
所
を

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
と

あ
り
が
た
い
で
す
。

　

ま
た
年
々
、
子
育
て
支

援
と
し
て
の
援
助
（
医
療

費
、
予
防
接
種
な
ど
）
が

充
実
し
、
家
計
の
上
で
も

と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
か
ら
は
新
し
い
保

育
所
や
小
児
科
医
院
な
ど

も
で
き
る
よ
う
で
、
町
が

子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ

て
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
た

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
期

待
し
、
私
も
親
と
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。




